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■第3回協議会における議論の内容

・市民意見収集の結果

・札幌市の公共交通の課題整理
課題①：需要に応じた移動手段の確保

課題②：運転手不足への対応

課題③：収入の確保

課題④：利用者の利便性向上

・目指すべき将来像・基本方針（案）

将来像：市民・事業者・行政の協働でつくる、まちと暮らしを

支える持続可能な公共交通ネットワーク

基本方針①：効率的・効果的な公共交通ネットワークの構築

基本方針②：持続可能で安定した運営体制の確立

基本方針③：利用環境の向上等による利用促進

1. 第3回協議会の振り返り
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■前回協議会における指摘事項と対応
指摘事項 詳細内容 対応

基本方針の

見直し

⚫ 目指すべき将来像で示す「まちと暮らしを支える持続可能な

公共交通ネットワーク」を実現するには、一定の利便性を確

保し、市民から信頼され、利用してもらえる公共交通とする

ことが必要だが、基本方針案からはその部分が読み取れない。
⚫ 特に、基本方針①の「効率的・効果的」というキーワードが

少し無機質に感じるため、見直す必要がある。

⚫ 基本方針の内容

を見直しを実施

【資料４P３】

地域交通 ⚫ 高齢化の問題が顕在化している中で、様々な公共交通を組み

合わせ、区毎に「区内の循環的な移動手段」と「都市部への

横断的な移動手段」を確保していくことが求められる。
⚫ 交通の状況や生活環境など、区毎の特徴を踏まえ、地域の利

便性をどのように確保していくか検討する必要がある。

⚫ 地域交通の考え

方を整理【資料

４P13、P21】
⚫ 区別の実態を整

理した資料を作

成【資料５】

新技術の

検討必要性

⚫ 運転手不足という供給面の制約がある中で、最適化による調

整等で利便性を確保するには限界があるため、抜本的な解決

を図る意図で、長期的な視点で新技術の活用可能性について

検討する必要がある。

⚫ 施策整理に反映

【資料４P25】

1. 第3回協議会の振り返り
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２. バス部会の開催状況

■第1回バス部会

・令和5年8月21日（月）13:00～

・部会委員8名中8名参加

■第2回バス部会

・令和5年10月３日（火）15:00～

・部会委員8名中8名参加

■検討内容概要

現状のバスネットワークの状況および必要な取組について

検討を行い、協議会へ提案する資料の原案を作成

→原案を元に、本日の協議会資料として事務局で再整理
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3. 参考情報（市内路線バスの現況）
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（出典） 札幌の都市交通データブック2022
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4. 今後の検討・スケジュール

検討項目
（計画の各項目）

１.札幌市地域公共交

通計画について

２.現状と課題

３.地域公共交通が目

指す姿と基本方針

４.目標達成に向けた

施策

５.計画の評価・推進

体制

６.参考資料

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

計
画
承
認
・
公
表

必要に応じて提示

調 整

計
画
素
案
承
認

中
間
報
告

令和４年度 令和５年度（2023年度） 令和６年度(2024年度)

①
１月

②
３月

③
7月

④
11月

⑤
1月

⑦
秋頃

⑥

➢ 次回は１月下旬に開催を予定 ※別途書面開催も予定

➢ 次回協議会では、これまでの議論の内容を踏まえた、地域公共交通計画（骨子）

の中間報告を行う

6

■スケジュール


